
で

の
災
に
縫
ワ
た
後
日
川
匙
喧
ら
れ
な
か
っ
た
。
っ
た
。
江
川
山
芯
稿
に
、
ζ
の
村
よ
り
大
内

へ
行
〈
尚
一
汁
十
六
内
、
加
州
日
臨
閉
山
川
正
大

2
2
1
2
-寺

の
量
刑
出
三
日
片
足
に
、
同
加
州
主
将

Z寺
目
隠
=

一

ギ
ヨ
ヲ
リ
ン
イ
ン
玉
楼

院

加

nM而
可
第
十
四
の
右
ち
で
、
白
山
の
阪
は
カ
十

m
A内
中
川
が
丸
九
円
。

例
代
前
恥
は
じ
れ
街
門
記
は
宵
れ
術
門
。
山
川
正
・

代

o
w
H文
七
一
j
米
九
月
引
八
円
。
路
市
消
培
孫
作
。

古

代
前
川
何
回
明
の
子
誕
の
法
川
町
。
践
し
く
は
玉
猷
院
鼠
も
の
で
あ
ろ
と
初
す
み
。

加
州
公
日
山
花
一
六
け
六

4
U人
は
加
州

H
版
似
山
川
沌
と
川
町
忠
七
兵
街
。
白
附
法
九
郎
淀

-
作
o
b
と
銘
山
ιr
，
一

民
春
出
師
法
子
。

一

志
ヨ
チ
ヨ
ク
テ
イ

虚一且一一一甲

今
枝
氏
下
山
仙
引
の

-
切
九
。

一大一
汁
か
ら
問
問
H

何回
〆O
K
代
前
花
は
次
郎
九
郎
。

一
ろ
も
の
が
あ
る
o

一

ギ
ヨ
h
y
リ
ン
シ
ョ
ウ
テ
ン
王
線
認
天

的
制
也
市

中
に
在
っ
た
別
献
の
名
。
今
仲
代
氏
μA

m
に
、
別
交
十

一
M
m
tは
加
州
日
雌
駅
前
冶
ポ
剛
山
三
和
十
八
H
n
t
口
日
な

一

キ
ヨ
ミ
ヅ

清

水

珠
洲
市
市
方
の
内
の
小山
l
e

一

の仙川

o
m刻
の
λ
o
m
似叫川
麟
に
附
引
し、

郎
幹
汁
寺

一
年
間
以
成
九
月
十
三
円
本
宅
や
む
方
に
制
。
、

M
4fー別
一
ど
、
切
ろ
o
hヘ
代
前
冶
は
M
N
兵
衛
0

・山
泥

加

州

金

キ
ヨ
ラ
イ
プ

Z

安
来
文

一
加
。
能
積
付
山
内
一

に
川
間
し
、
後
期
取
に
在
っ
た
が
、
永
和
巾
能
昌
明
白
岐
に
仙
川
へ
た
と
あ
っ
て
、
民
郎
近
誌
が
遣
っ
た
の
で

一
押
印
刊
治
犯
・加
州
M
W
如
何
消
沈
・山川
託
於
M叩
V
M
作
之
な

川
刊
人
僚
主
編
。
京
刻
版
太
兵
衛
町
駅
。

去
抜
が
切
片
山

一

山
氏
の
悶
佑
際
氏
が
い山
吉
川
山
寺
宮
本
七
回目
に
建
て
る
に

あ
弔
。
近
誌
の
脈
問
h
a却
は
燕
Q
風
邪
に
見
え
ろ
。
ど
‘
、
切
ろ
。
木
工
は
石
川
仰
仏
首
相
帥
の
非
人
小
屈
に

校

設

・仰
の
附
方
等
に
枕
い
て
、
制
化
に
法
っ
た
古
川
川

一

及
び
迎
へ
ら
れ
、
加
悦
そ
仰
い
で
閉
山
に
む
い
た
。

キ
ヨ
テ
ン
ズ
イ
ヒ
ツ

霊
国
際
箆

-
附
O
H
H岱

一
位什
せ
ら
れ
た
4
の
で
、
仰
に
所
則
非
人
的
犯
と
は
之
キ
一
程
一
聞
に
備
げ
、
文
別
に
去
来
が
元
堅
手
春
、
m
p

一

ギ
ヨ
h
y
レ
ン
イ
ン
玉
窪
院

大
山
川
智
滞
京
第
十

一
日
興
泊
。
閃
限
判
所
n
H
ろ
の
次
、
心
に
問
じ
叫
に
は
後

-
や
併
す
0

・u
-4四
年
以
。
七
代
前
光
は
只
右
衛
門

。

中

に

酬明織
か
ら
日
目
附
ま
で
節
ん
だ
と
い
ふ
こ
と
や
臼
一

代
前
川
利
械
の
子
政
制
一
の
法
制
叫O

訴
し
〈
は
王
法
院
ム
腕
に
帥

へ
る
べ
き
も
の
tvH
A
き
集
め
た
の
で
、出
へ
利
山
川

w
u
qは
加
州
住
脱
駅
前

wU於
税
制
仲
作
之
と
切
る
。

一
い
た

『
よ
と
ぎ
の
訓
』
キ
・
も
牧
め
る
。
こ
の
ご
つ
は
一

呑
従
妙
坑
川
被
女
。

一
四
年
に
初
ろ
o
雌
桁
と
は
附
限
の
お
で
、
小
抑
制
理

-
本
工
も
亦
非
λ
小
限
に
収
作
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
卒
保

一
時
慌
の
所
山
純
で
あ
っ
た
の
や
波
去
し
た
も
の
1
あ
一

キ
ヨ
サ
ダ

清

定

れ

泊

川
州
大
烈
替
に
住
ん
だ
一

一
円
選
ん
だ
外
胞
で
あ
る
が
、
授
に
月
刊
は
之
や
そ
の

八
年
別
問。
八
代
前
光
は
民
共
街
。
初
め
句
併
に
目
的り
、
-
b
、
附
犯
の
静
あ
ろ
伴
広
の
勾
も
殺
せ
て
あ
ろ
。
作
一

代
鍛
治
。

-
M
と
し
た

。

後

附
似
せ
ら
れ
た

o
m祇
・
加
州
金
抑
什。

限
眼
的
屯

一
一
は
刷
出
及
び
流
政
三
年
亥
巾
一U
也
足
川
村
山
州
拡

o

一

キ
ヨ
ザ
ネ

桂
川
毘
珠
洲
市
水
郎
刷
出
に
印
刷
す
ろ
畑
出

向

キ
ヨ
ト
ン

鹿
惇

j
ゲ
ッ
カ

ゾ
キ
ヨ

ト
ゾ

月

と
切
ろ
。
山
U
M
m
凶
作
間
一
-月
四
日
制
問
、
卒
年
六
十
回
。
一

キ
ヨ
ロ
ク
展
六

』
ホ

y
ダ
キ

ヨロ

グ

本

Z
一

族

。

一

敏

附

か

。

九
代

m
rは
脱
江
助
問
郎
と抑制

L
、
前
冶
父
は
加
州

-m六
。

一

キ
ヨ
サ
ハ

湾
運

向
山
富
府
川
脚
部
巾
記
録
写
純

一

キ
ヨ
ヒ
ヲ

溝
手
加
自
の
刀
工
o
高
J

ハ
対
抑
制
(
粧

市

花

一

服
以
前
光
白
石

o
w砧政
七
自
十

一
月
一
一
十

キ

リ

カ

ホ

切
銀

』

ギ

ン
カ
釦
行
。

一

四
年
間
引
月
九
日
の
絡
に
、
若
松
・
組
作
・
山
川
・山川

一
・巾
守
的
川
市
)
の
四
子
で
、
泌
総
正
郎
れ
術
門
O

M
山
治

一
九
日
別問
、
平
年
六
J
I
八
。
，1
代
的
犯
は
脱
判
小
次
郎
。
一

キ
リ
シ
タ
ン
切
支
丹

徳
川
家
脱
が
問
問
見
イ
八

一

部

-
凶
阿
心
と
い
ひ
‘
又
阿
年
七
月
什
=
一日
本
一隅寺

一
の
頃
江
戸
に
移
・り
、

mmm丹
後
守
に
れ
仰

へ
ら
れ
て

一
加…州
及川叩
仲川
勝
駅
前
況
と
切
る
。
天
川
町
ー
丸
町
五
月
十

↑
年
十
一一月
外
政
に
闘
す
る
禁
止
キ
一
令
し
た
石
川
品
川
ポ
、

か
ら
下
聞
が
人
数
を
一
一
部
ゐ
て
下
り
、
柄
拘
叩
そ
放
火
し

一
一制
終
に
も
位
し
た
。

白
州
住
燦
駅
前
ザ
於
武
州
れ
戸

一
九
日
間
問
、
手
年
七
十

一。

十

一
代
前
況
は
牒
江
助
四

一
世川
時
加
賀
に
在
っ
た
岡
敬
位
向
山
市
幼
内
際
位
向

た
と
も
あ
る
。
こ
れ
等
の
お
A
H
の
前
仰
は
石
川
柑州問

一
作
之
明
郎
元
年
乙
来
八
月
日
、
小
川
原
入
折
山
住
際

一
郎
。
天
保
一
川
年
治
月
十
九
臼
段
、
平
年
三
イ
六
o
十

一
は
知
へ
ら
れ
て
‘
説
年
同
宋
に
枕
さ
れ
た
。
之
J
U

殺
の
消
印
に
あ
っ
た
附
斜
寺
の
沼
味
で
あ
る
。

一
駅
前
一
中
日
佐
山
は
四
年
八

A
昔
日
・
M
元
政
五
年
七
十
況

4
一
-代
前
況
は
一
般日
礼
的
次
郎
。
消
沈
文
久
司川
作
八
月
吉

一
能
川
和
府
は
腿
法
令
中
川
政
L
て
そ
の
復
活
そ
防
止
1
4、

キ
ヨ
サ
ハ

清
潔
↓
セ
イ
ザ
ハ

m
m
(臥
荒
)
。

一
段
な
ど
L
切
る

o
消
M
T

の
子
に
守
市
が
あ
り
、
於
武

円
・
加
州
山
山
川
光
・
加
陥
令
附
住
際
限
川
沿
・
加
州
金

一
滞
で
も
冗
利
二
年
八
月
二
十
八
日

老
m
m
山
山
川

キ
ヨ
サ
ハ
ノ
シ
ミ
ヅ

清
遂
の
清

水

石

川

市
間

一
州
口
戸
際
限
稲
川T
純
子
守
M
T
一冗
紘
一
一己

U
六
月
円
町
内
仰
山
隣町
札
山
川
次
郎
脱
阪
山
花
J
h
氷
半
亥
年
秋
八
月
作

一
守
・本
多
安
口
出
守
の
な
h

に
よ
る
尚
札
青
山
間
て
、
之
合

来
に
在
る
o
町
永
誌
に、

的
来
村
領
に
お
押
印
と
い
ふ

一
ど
L
切
っ
て
ゐ
ろ
が
、
こ
れ
は
も
う
加
山
口

η工
と
L
一
之
な
ど
、
銘
ず
ろ
。

川
治
九
年
九
月
一
-十
九
日
夜
、

一
戒
め
た
が
、
術
会
〈
治
向
日
キ
一
組
つ

こ
と
や
-
得
f
L

治
水
が
あ
っ
て
、

清
瀦
按

キ
ヨ
ーー
キ
リ

二
四
五


